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【アブスト】

Kafle et al.(2012)は、SDSSから5000個のBHB星を用いて、銀河中心からの距離6 < ��� < 25	kpcのハロー星の速度分散�とその非等方性
の���依存性

を調べた。すると、 ���~17	kpcで非等方パラメータ
が急激に落ち込むという特徴が見られた（図１）。この論文では、シミュレーションによって、図１のよ

うな力学的特徴が時間経過とともにどのように変化するか調べた。結果、ハローの密度プロファイル� ��� が10	Gyrに渡ってほとんど変化しないのに対

して、速度分散�や非等方性
の図１のような特徴は0.02	Gyrという短いタイムスケールで緩和され、flatになった。以上から、現在観測されるハローのこ

のような力学的特徴は一時的なもので、 0.02	Gyr後には消えると予想される。ただし、この特徴の起源はまだよく分からない。

【ゴール】

図１のような非等方パラメータ
の落ち込みという特徴は、長い間安定するのか、それとも一時的なものなのかをシミュレーションを用いて調べる。

【オリジナリティ】

この特徴の時間変化を調べたところ

【ロジック】

モデルモデルモデルモデル

●銀河ポテンシャルを仮定

３つの構成要素（Φ = Φ����	���� +Φ�!"#���	��$%�"!"# +Φ�&'�）

●初期条件

�	：double power law（α = 2.4	at	���	 ≤ 27	kpc, α = 4.5	at	���	 ≥ 27	kpc）（図２赤）

�, 
：Kafle et al.(2012)の結果を利用（図３上赤）

Stellar velocity：ガウス分布に基づくランダム速度

結果結果結果結果

�	：図２青プロット。 10	Gyr後もプロファイルはほとんど初期から変わらない。

�, 
：図３下。 2	Gyr後には�/のbreakが消えてflatになる→図１のような
のbreakは消える

（実際には、0.02	Gyr後にはすでに�/ 	はflatになっている）

考察考察考察考察

図１のような非等方パラメータ
の落ち込みという特徴は、力学的に安定ではなく、

0.02	Gyrで緩和されて、flatになる。一時的なもの。

そもそも、この特徴が発生する原因は？？

・Virgo overdensityやSgr streamのようなサブストラクチャーをmaskingしても、この観測的

特徴はそれほど変わらない。未発見のサブストラクチャーによる影響か？？

・inner halo(prograde)とouter halo(retrograde)の境目の影響？？

まだはっきりとは分からない…

2.24 × 101 particlesでシミュレーション開始2 = 0~10	Gyr ∆2 = 0.01	Gyr
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※非等方パラメータ
の定義
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